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1． はじめに 
世界的に地球環境の温暖化が進行しており、日本や

東南アジアでも洪水などの異常気象が頻発している。

また、日本の都市部の人口増加によるヒートアイラン

ド現象も気候変動に大きく寄与していると考えられる。

現在の日本の気候区分は約 50年前のもので、旧東京教
育大学の関口らが行ったものである。これは、相関係

数を用いて気温や日照率、降水日数、水分過剰量の年

変化型の比較検討を行い気候区分の算定を行ったもの

である 1)。本研究では、この先行研究と同じ手法を用い

て、現代の日本各地の気候状態を相互に比較検討し、

気候区分を行う。そして、50 年前の気候区分と比較し
再評価を行うことを目的とする。 

 
図１ 50年前の気候区分図(関口による) 

２．研究対象 
 研究対象は日本全国であり、北海道の稚内から鹿児

島県の屋久島までの 127 ヶ所の地方気象台及び測候所
で観測されているデータを用いた。但し、沖縄と小笠

原は除く。データは気温、日照率、降水日数、水分過

剰量である。 
 
３．データの収集方法 
３－１ 要素について  
計算に用いる要素は気温と降水日数、日照率及び水

分過剰量である。降水日数とは降水量が 0.1mm以上あ
った日数の月別の総量である。水分過剰量とは、降水

量と蒸発量の差であり、蒸発量は Thornthwaite式から
求めた 1),3)。気温に関しては、日中の最高気温の月平均

値と、夜間の最低気温の月平均値の差から算出される

気温の日較差を用いた。 

３－２ 観測地点について 
調査する測点は先行研究で用いた測点を使用するが、

具体的にどの点を用いたかの判断が難しいため、任意

の点を選択した。 
３－３ 入手方法 
データはすべて気象業務支援センター発行の気象年

報 2002年版及び気象庁ホームページ、電子閲覧室より
入手した。 
 
４．データの解析方法 
４－１ 相関係数の算出及び検定 
 相隣なる地点について 1 年間の毎月の値の変動状態
の相関係数を次々と計算する。相関係数の大小の基準

は t検定により判断した。有意水準 5％かつ 1％の棄却
限界値を満たす場合を相関が高いとして、それ以外を

相関が低いとした。棄却限界値については表１に示す。 
 本研究では、2000 年の気象データを 6096 個用いて
1944組の相関係数を算出した。 
４－２ 気候区分の決定方法 
算出した相関係数の値を図上に記入する。もし相関

係数が負になる場合やその値が著しく小さい場合は、

両者の気候状態は異なっており、両地点の間に気候区

を分ける境界線が存在すると考える。もし気候境界線

を連続して引けない場合は、点線でつなぐ。このよう

に気候境界線が引かれたら、同一境界線で囲まれる地

域の当該気候要素の平均年変化型を計算し、その地域

の気候型とする。また、この平均年変化型と各地の年

変化型との相関係数を求め、気候区の境界線の位置を

確認する。1) 

有意水準 5％ 1％ 
棄却限界値 2.228139 3.169262 

表１ t検定による棄却限界値 
５．解析結果及び考察 
５－１ 水分過剰量 
 図 2より、北海道内の区分線は、1950年代は東西に
二手に分けるように引かれていたが、2000 年では南北
に分かれるように境界ができている。また、図中の斜線

部分は遷移領域を表し、新たに青森、山形、尾鷲、津山

に遷移領域ができた。東京―横浜間に境界ができたが、

これは人口増加に伴う都市化の影響と考えられる。 
５－２ 降水日数 
 図３より、50 年前に比べ遷移領域が増え、複雑にな
っている。長野周辺の遷移領域は大きさ及び位置はほと

んど変化していない。水分過剰量の場合と同様に山形、

尾鷲、津山に遷移領域できているのが分かる。尾鷲や山



 

形、長野は盆地になっているため、地形の影響が現れた

ものと推察できる。また、九州地方はあまり変化が見ら

れなかった。 
５－３ 日照率 
 図４より、北海道の気候区分線は 50年前より大きな
変化が見られた。1950 年代は北東から南下するように
引かれているのに対して、2000 年は北から降りてきて
南西に伸びている。浦河周辺の遷移領域が西に移動して

いる。本州の気候区分線は 50年前と大きな変化はなく、
降水日数の場合と同様で長野周辺の遷移領域は大きさ

が小さくなっているものの、位置は変化していない。 
５－４ 気温の日較差 
図５より、北海道に大きな変化が見られた。旭川の遷

移領域が拡大し、倶知安から八戸まで遷移領域ができた。

西日本において、気候区分線が実線で引かれる場所より

点線で引かれている場所が多く見られる。これは、境界

が区別し難くなっていることを示しており、温暖化の影

響と考えられる。図６から、年平均気温が 50年で全国
平均値が0.75℃上昇しており、岡山及び鹿児島が1.9℃、
東京及び高松が1.8℃、大阪及び広島が1.7℃、仙台0.8℃
と各地で上昇しているのが分かる。しかし、室蘭や網走

などの一部で－0.3℃と低下していた。 
 

６．まとめ 
 1950年代の気候区分はどの要素も類似した形になっ
ているのに対して、2000年は要素ごとに違う形になっ
た。特に北海道は大きく変化している。本州は遷移領域 

が変化しているが、区分線はあまり変化していない。 

   
図２ 水分過剰量 

 
図３ 降水日数 

 
図４ 日照率 

  
図５ 気温の日較差 

観測地点別年平均気温分布
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図６ 観測地点別年平均気温分布図 
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